


虹
慶
ゆ
婁
衝
蟹
製
レ

友義議員

　
平
成
１
１
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
は
、
歳
入
２
２
億
５
千

４
２
６
万
８
千
７
４
円
、
歳
出
総

額
２
１
億
２
千
８
４
６
万
４
４
０

円
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
歳
入

９
・
５
％
の
増
、
歳
出
８
・
９

％
の
増
で
す
。

　
決
算
の
特
徴
は
、
歳
入
歳
出

差
引
額
よ
り
繰
越
明
許
費
繰
越

額
３
千
３
０
５
万
８
千
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
９
千

２
７
４
万
９
千
６
３
４
円
で
、

実
質
収
支
比
率
６
・
６
％
と
な

り
ま
す
。
原
因
と
し
て
国
庫
補

助
を
取
り
入
れ
た
三
ツ
峠
グ
リ

ｉ
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

の
執
行
に
伴
い
、
予
算
が
大
型

化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
共
事
業
執
行
状
況
等
の
把
握

に
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
会
計
賛
成
討
論

　
一
般
会
計
決
算
は
審
査
に
お

い
て
全
て
の
事
業
が
適
正
に
執

行
さ
れ
、
高
く
評
価
し
ま
す
，

公
債
費
比
率
は
県
下
の
市
町
村

の
中
で
も
非
常
な
低
水
準
で
あ

り
、
少
な
い
白
主
財
源
の
中
、

堅
実
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ

た
結
果
と
言
え
ま
す
。

　
１
１
年
度
は
国
庫
補
助
を
取
り

入
れ
た
各
種
事
業
の
展
開
が
図

ら
れ
、
ふ
れ
あ
い
コ
テ
ー
ジ
、

体
験
工
房
が
完
成
し
、
１
２
年
度

継
続
事
業
で
管
理
棟
の
建
設
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水

道
整
備
事
業
も
順
調
に
進
み
、

簡
易
水
道
新
高
区
配
水
池
建
設

も
準
備
に
入
り
ま
し
た
。

　
地
方
分
権
が
進
む
現
在
、
市

町
村
の
合
併
悶
題
等
は
住
民
の

意
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
民

の
意
を
尊
重
し
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
期
待
し
ま
す
。
町
長

始
め
全
職
員
の
ご
努
力
を
お
願

い
し
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

平成１２年９月定例会本議会

歳入２２債５ ・１＝４２６万８干７４円

歳出２１億２干８４６万４４０円
平け７晦屋

嚢
一一卓

　
監
査
委
員
を
代
表
し
て
監
査

報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
を
し
た
結
果
、
関
係
諸

帳
簿
及
び
書
類
等
よ
く
符
合
し

て
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
財
務
事
務
も
良
好
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
す
。

〇
一
般
会
計
概
要

　
対
前
年
度
比
歳
入
は
９
・
５

％
の
増
、
歳
出
は
８
・
９
％
の

増
額
決
算
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

実
質
収
支
９
千
２
７
４
万
９
千

６
３
４
円
、
実
質
収
支
比
率

６
・
６
％
と
対
前
年
度
比
１
・

１
％
の
増
で
、
非
常
に
数
値
が

悪
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
決

算
見
込
み
額
調
査
の
方
法
等
を

改
善
し
て
、
正
常
値
＾
３
％
｛

５
％
）
に
近
づ
け
る
よ
う
に
努

監
査
委
員
報
告

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
財
政
分
析
指
標

　
財
政
力
指
数
の
５
年
閲
の
推

移
は
０
・
３
４
か
ら
０
・
３
３
％
の

横
ば
い
で
厳
し
い
数
値
に
な
っ

て
い
ま
す
。
経
常
収
支
比
率
こ

れ
は
財
政
の
硬
直
度
を
示
す
指

標
で
、
町
村
は
７
０
％
以
下
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
、
当
町
は
、

７
０
・
６
％
と
対
前
年
度
比
１
・

１
％
の
増
で
悪
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
公
債
比
率
は
町
村
の
場

合
１
０
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
、
当
町
は
８
・
４
％
で
努
力

し
た
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

○
将
衆
に
渡
る
財
政
負
担

　
平
成
１
１
年
度
の
地
方
債
残
高

は
１
４
億
５
千
８
８
５
万
円
、
積

立
金
は
１
１
億
７
千
６
４
５
万
円

で
、
純
粋
の
借
金
は
２
億
８
千

２
４
０
万
円
で
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
の
中
で
、
将
来
的
に
も

堅
実
な
財
政
運
営
を
し
て
お
り
、

努
力
を
し
て
い
る
結
果
が
出
て

お
り
ま
す
。

¢
性
貿
別
歳
出

　
補
助
事
業
の
犬
幅
な
増
加
と

と
も
に
、
補
助
費
に
お
い
て
は

対
前
年
度
比
１
７
・
６
％
の
増
で
、

主
な
増
加
は
ゴ
ミ
処
理
、
し
尿

処
理
、
火
葬
場
運
営
等
広
域
的

運
営
に
対
す
る
補
助
負
担
金
が

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
補

助
費
全
体
を
見
直
す
中
で
削
減

を
検
討
さ
れ
た
い
。

ゆ
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税

　
収
入
未
済
率
に
つ
い
て
町
民

税
４
・
４
％
、
固
定
資
産
税

１
１
・
４
％
、
国
保
税
１
８
・
５
％

と
対
前
年
度
比
で
い
ず
れ
の
数

値
も
悪
化
し
て
お
り
、
収
納
率

ア
ッ
プ
の
た
め
に
口
座
振
替
制

度
を
早
期
に
導
入
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
滞
納

者
対
策
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
強

化
す
る
事
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

¢
伝
票
起
稟

　
業
者
へ
の
支
払
い
が
遅
延
さ

れ
て
い
る
伝
票
、
備
品
購
入
に

お
い
て
検
収
調
書
が
添
付
さ
れ

て
い
な
い
伝
票
、
支
出
負
担
行

為
伺
を
作
成
せ
ず
物
品
を
購
入

し
た
支
出
伝
票
が
散
見
さ
れ
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
の
な
い

よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

■２■



７万４干２８９円

４万５千９４５円

維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等８万１千８１２円

　　砿
　　　１　Ｉ“１・ 　舌
　　　　 ．　岸占

ソ・ 　　　　　 ・　串　　止
§…萎ｎ団Ｊ

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

町民一人あたり

　このように
’使われました

平成１１年度

一般会計決算

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

５万２干５２７円

３万１干１５９円

｛うち国 ・県が賄う額

　　２万１干３１１閂〕

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

＊町の貯金 ・僧金の総額には特別会計分も算入してあります
．

１４億６千９７２万２千円

　　　　（土地を除く〕

１万４干５０５円

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

２９万３千２９９円

１２万４千５２０円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

、

大型備晶の購入
町道水路

建物の建設等

２２億８干３３０万５干円

．
、

一一

４５万５千６５９円

（うち国 ・県が賄う額３１万１千６７１円〕

焦
、彊
、

＼■タ

牛
田
醐
旦
財
政
監
査
講
評
に

お
い
て
、
性
質
別
歳
出
の
中
の

補
助
費
が
対
前
年
度
比
１
７
・
６

％
の
増
が
目
立
っ
て
お
り
、
補

助
費
全
体
を
見
直
す
中
で
削
減

を
検
討
ざ
れ
た
い
と
指
摘
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
財
政
に
余
裕

の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て

は
当
然
助
成
そ
の
も
の
を
見
直

し
、
整
理
縮
小
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
削
滅
の
検
討
に
つ
い
て
ご

教
授
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

獲
辺
監
竈
婁
＾
　
平
成
８
年
３

月
に
西
桂
町
行
政
改
革
大
綱
と

い
う
立
派
な
方
針
が
打
ち
立
て

ら
れ
、
平
成
９
年
度
の
行
革
に

つ
い
て
の
私
の
要
求
に
対
し
て
、

町
よ
り
「
こ
の
補
助
金
の
整
理

合
理
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
１
１

年
度
後
期
の
課
題
と
し
て
対
応

予
定
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
取
り
上
げ
て
お
る
訳
で
ご
ざ

い
ま
す
。
削
減
の
項
目
を
具
体

的
に
と
い
う
質
間
で
す
が
、
行

革
大
綱
の
中
か
ら
対
応
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
そ

の
中
で
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

－３－



本
年
ｍ
目
”
官
日
十
１
吉
晶
婁
一
ミ
、
帆
養
へ

蔓
富
に
つ
い
て
施
盤
州
用
亜
町
村
で
協
婁
設
曇

¢

９月３０目開催、保育所運動会

平成１１年度一般会計決算ほか

　全議案が全員賛成で司決され

９月定例会 ・運合審査会

平
成
１
１
年
廣

間
　
支
払
事
務
に
関
し
て
監
査

委
員
か
ら
の
指
摘
で
、
業
者
か

ら
請
求
後
８
ヶ
月
も
支
払
が
無

か
っ
た
の
は
役
場
の
信
用
問
題

で
す
。
業
者
よ
り
苦
情
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

収
入
役
　
苦
情
に
関
し
て
は
聞

い
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
会

社
の
資
金
繰
り
の
都
合
か
ら
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

般
会
計
決
算

意
見
　
担
当
課
で
の
支
出
伝
票

の
起
票
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
由

問
　
町
税
は
平
成
１
０
年
度
と
の

比
較
し
て
滞
納
額
が
増
え
て
い

ま
す
。
増
加
の
理
由
は
。

総
務
蜴
長
　
滞
納
整
理
に
向
け

て
取
り
組
む
予
定
で
し
た
が
、

新
規
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
移
行
、
職

員
の
人
事
異
動
に
よ
り
事
務
引

継
ぎ
に
時
閲
が
取
ら
れ
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
不
納
欠
損
処
理
も
含

め
て
集
中
的
に
処
理
し
ま
す
。

巨
８
む
稟
件
Ｅ

同
１
２
件
・

同
意
２
　
西
桂
町
公
平
委
員
会
委

　
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

同
意
３
　
教
育
委
員
会
の
委
員
の

　
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

－４■

問
　
俣
育
所
管
外
委
託
費
の
状

況
と
受
諾
の
状
況
は
。

保
青
所
長
　
平
成
ｎ
年
度
管
外

委
託
費
の
実
績
は
、
富
士
吉
田

市
、
都
留
市
内
６
ヶ
所
の
保
育

所
を
選
択
し
た
平
均
１
８
・
７
５
名

の
幼
児
分
－
千
３
８
６
万
円
を

支
払
い
、
受
託
費
に
つ
い
て
は

平
均
１
７
・
１
７
名
で
９
８
６
万
３

千
円
の
実
績
で
し
た
。

間
新
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
事
業

薫
例
］
２
件

■
簑
４
１
　
西
桂
町
地
域
振
興
券
交

　
付
專
業
特
別
会
計
条
例
の
廃
止

○
專
業
の
終
了
に
伴
い
特
別
会
計

を
廃
止
す
る
。

８
翼
他
　
西
桂
町
営
住
宅
設
覆
及

　
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

○
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改



専彰一撒撒醐燃・冊研
会　　　計　　名 補　　正 額補正後の予算総額

議案４３一般会計２号補正　　　８千１１２万０千円１８億４千６７０万７千円

○中学校裏用地土地購入費用の計上　　　　５千７１３万７千円

　　　平成１４年度に着工を目指している中学校建設に向けて、土地開発基金にて先行取得した中学校裏用地の取得費

　　を、一般会計予算で墓金より買い戻す
。

○道路橋りょう維持費 ・河川総務費の遣加　　　９５０万Ｏ千円
　　　小沼稲荷下 ・小沼海窪下２号綴横断側溝改修工事に４５０万円を計上、上町区の要望を受け大川改修工事に５００万

　　円を計上した
。

議案４４　グリーンセンター会計１号補正　　　　　　９３１万６干円　　　４千２２２万４干円

○特産品販売事業費の追加　　　’　　　　　８９５万５千円
　　　特産として製品開発した「そばの芽」「そばの芽茶」の生産費用の遺加で、歳入として特産品販売収入２６８万９千
　　円と一般会計からの繰入金６２６万６千円を充てる

。

　９月定例会は平成１２年９月１３日に召集され、同目１こ本会議
、

この後、会期中に遵合審査会、２６日に本会議が開催され、１４目

間の会期をもって閉会いたしました
。

　町長よリ 、同意２件、条例２件、補正予算２件、決算７件、議員

発議により発護１件が提出され、全員賛成にて、全ての議案が可

決・ 同意 ・承認されました
。

の
全
体
像
を
示
し
て
下
さ
い
。

企
画
撮
貝
課
長
　
平
成
１
０
年
度

か
ら
事
業
計
画
に
取
り
組
み
、

負
担
金
は
１
１
年
度
か
ら
支
払
う

事
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
主
体

は
富
士
吉
田
市
で
、
施
設
使
用

町
村
は
西
桂
町
、
河
口
湖
町
、

忍
野
村
で
す
。
現
状
の
焼
却
炉

と
同
様
な
ス
ト
ー
カ
方
式
の
焼

却
炉
２
基
を
設
置
し
、
日
量
１

７
０
ト
ン
の
処
理
能
力
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
川
崎
重
工
業
が

請
け
負
い
、
平
成
１
２
年
１
０
月
よ

り
工
事
に
入
り
ま
す
。

　
建
設
費
負
担
割
合
は
、
均
等

割
１
０
％
、
処
理
量
割
側
％
、
人

□
割
５
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
全

体
工
事
費
は
ー
Ｏ
１
億
２
９
９

万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
の
よ
う
な
事
業
を
広
域

事
務
組
合
方
式
で
な
ぜ
実
施
し

不燃物を破砕処理する

　　現在の富士吉田市ゴミ処理場

な
い
の
で
す
か
。
途
中
ま
で
は

組
合
議
員
に
も
相
談
が
あ
り
、

先
進
地
視
察
も
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
点
で
は
溶
融
炉
が
検
討

さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。

町
長
　
途
中
か
ら
富
士
吉
田
市

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
事
に
な

り
ま
し
た
，
新
規
に
河
□
湖
町

が
参
加
す
る
事
も
、
焼
却
炉
の

種
類
に
つ
い
て
も
当
町
に
は
相

談
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
負

担
割
合
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の

財
政
的
支
援
も
考
慮
に
入
れ
る

中
、
十
分
な
協
議
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

痂
オ
ミ
処
憂
蜴
ｏ
股
に

向
は
て
十
分
な
協
凹
を

意
見
　
建
設
負
担
金
を
支
払
っ

て
い
る
の
に
、
專
業
内
容
に
つ

い
て
專
前
協
議
が
な
い
の
は
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
３
町
村
の
統

一
し
た
意
見
を
も
っ
て
、
強
い

姿
勢
で
富
士
吉
田
商
へ
協
議
を

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
　
平
成
１
１
年
度
商
工
会
補
助

金
８
３
０
万
円
の
内
訳
は
。
１
０

年
間
の
檎
助
金
の
動
向
は
。

企
画
振
輿
煤
長
　
一
般
事
業
３

９
０
万
円
、
工
業
部
会
１
４
０

　
正
が
行
わ
れ
、
関
連
町
条
例
を

改
正
す
る
．

【
竈
口
兇
８
］
１
件

発
竈
４
　
道
路
整
傭
予
算
確
保
に

　
関
す
る
意
見
書
の
提
出

○
建
設
文
教
委
員
会
に
お
け
る
請

　
願
第
－
号
審
査
の
結
果
、
採
択

　
と
決
し
、
意
見
警
を
提
出
し
た
。

需
正
予
；
２
件

　
平
成
１
２
年
度
補
正
予
算
、
別
記

嚢
暮
７
件

　
平
成
１
１
年
度
決
算
、
別
記

あ
な
た
の

　
請
願
・
陳
情
は

採
択
と
な
り
ま
し
た

請
願
１
　
「
遺
路
特
定
財
源
制
度

　
の
堅
持
に
関
ず
る
意
見
●
」
の

　
握
出
を
求
め
る
講
願

審
杳
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

陳
橘
７
　
「
定
住
外
国
人
の
胞
方

　
参
政
椿
」
付
与
に
反
対
す
る
陳

帽
●

万
円
、
商
業
部
会
５
０
万
円
、
大

魔
人
ふ
る
さ
と
振
興
２
５
０
万

円
で
す
。
全
体
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

意
見
　
行
改
大
綱
に
明
記
さ
れ

て
い
る
と
お
り
抑
制
は
必
要
な

事
で
あ
り
、
補
助
金
申
請
に
対

し
て
は
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

■５■



艘
川
公
圓
禾
黎
ア
■
チ
垣
■
一
事
は

票
早
３
月
の
完
応
宕
８
６
８－

９月定例会・本会議

÷
４

利用者でにぎわう三ツ峠フットサル場

　
本
年
度
は
、
第
４
次
長
期
総

合
計
画
策
定
年
度
で
あ
り
、
策

定
に
当
た
り
、
西
桂
町
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る

よ
う
な
総
合
計
画
と
な
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

．
市
町
村
合
併
聰
向

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
去

る
６
月
１
３
日
、
富
士
五
湖
広
域

行
政
事
務
組
合
の
１
市
２
町
６

村
で
富
士
北
麓
地
域
市
町
村
合

併
研
究
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

今
後
は
調
査
、
研
究
を
行
い
、

そ
の
必
要
性
を
多
様
な
角
度
か

ら
眺
め
、
よ
り
良
い
方
向
性
を

導
き
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

基
盤
整
備
．

　
町
単
道
路
整
備
事
業
と
し
て
、

小
沼
中
央
線
改
良
工
事
、
三
ツ

峠
２
号
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

工
事
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
．
」
．
．
一
皇
葺
轟
．

、
盧
業
振
貝
’
．

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
青

ば
た
大
豆
・
そ
ば
・
リ
ン
ゴ
等

を
町
の
農
産
物
の
特
産
品
と
し

て
取
り
縄
ん
で
お
り
、
農
産
物

直
売
所
の
開
催
等
、
農
業
関
係

者
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
流
事
業

及
び
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
サ
ツ
マ
イ

モ
収
穫
祭
と
そ
ば
打
ち
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ

ら
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
９
月
－
日
に
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
町
議

会
や
役
場
の
組
織
情
報
、
役
場

窓
□
で
の
各
種
申
請
業
務
、
上

下
水
道
や
ゴ
ミ
・
町
営
住
宅
入

居
惰
報
を
提
供
し
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
・
体
験
工
房
、
フ
ッ
ト
サ
ル

場
や
町
民
グ
ラ
ン
ド
な
ど
、
町

内
外
の
方
の
利
用
が
あ
る
施
設

に
つ
い
て
も
、
イ
ン
タ
ｉ
ネ
ッ

ト
上
か
ら
予
約
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
施
設
・
観
光
Ｐ

Ｒ
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
利
用
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実

　
三
ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
で
す

が
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
施
設
整
備
事
業
の
管
理
棟
新

築
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
体
験
工
房
・
ロ
グ
ハ
ウ

ス
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
・
武
道
館
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
三
ツ
峠
さ
く

ら
公
園
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

方
が
利
用
し
て
お
り
、
今
後
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供
を
行
い
、

町
内
外
の
方
々
に
も
利
用
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
．

　
中
学
校
裏
山
を
自
然
観
察
及

び
富
士
山
の
展
望
台
と
し
て
、

遊
歩
道
整
備
を
地
権
者
の
御
協

力
の
も
と
、
事
業
計
画
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ル
マ

石
周
辺
整
備
事
業
は
、
県
の
自

然
環
境
保
全
治
山
事
業
と
し
て児童館にて活動する母親クラブ

■６■



螂■ガ‘
毎週土曜日に開催される農産物直売会

舳　　 一　　　　　 ｉ　　　　　■■■■■■■■■■■■１■

で交流（三ツ峠体験工房にて〕づ．
ぱ
そ

（）平成１１年度の７会計決算額○

　会　　計　　名　　　歳入歳出決算差引　　繰越明許費繰越額　　　実質収支額
添翻５一般会計　１億２千５８０万７千６３４円　３千３０５万８千０００円　９予２７４万９千６３４円

　（活 ・酒重点施策区分）　　　　（歳出総額）　　　　（カッコ内予算計上額〕

○纂蟹黎術　　　　　　　　　２億３干０３２万９『…円（２Ｃ５干９３８万３干円）

　　　町単道路整備事業、町公共下水道整備事業（下水道会計〕、 ゴミ収集專叢、ゴミ処理関係補助事業

○産簑振輿　　　　　　　　　　　１千４９０万７干円（２千０１１万７干円）

　　　特定農地貸付事業、産地形成化促進專業、墓本計画策定事業、農林漁業体験交流事業、商工業活性化促進事業、織物業活性化
　　　及び製品開発補助事業

○靱蠣蔓伽　　　　　　　　　　２干８６８万０午円（３千Ｏ０４万９干円）

　　　防災体制整備事業、住民防災意識商揚事業、防犯灯・街路灯整備事業、交通安全対策事業、町総合行政システム化事業

○帽祉充臭　　　　　　　３０９千５８１万３干円（伽９干１６０万３干円）
　　　三ツ峠周辺整備事業、桂川公園整備專業、配水管整備事業（簡易水道会計〕、漏水調査等業務委託（簡易水道会計）、 各種保健
　　　事業、ディサーピスセンター運営事業、在宅福祉事繋、高齢者生きがい対策事業、桂コミュニティー整備事業

○人材育’成　　　　　　　　　　４６９万２千円（４８３万２千閂）
　　　ふるさと夏祭り事業、ポランティア活動環境整備事業、やまなし青年海外セミナー派遭事業、社会貫献活動支援箏業

○敦竈文化の促邊　　　　　　１干８５７万５干円（２千４９６万４干円）
　　　蓑術・文化交流、国際交流、生涯学習事業、生涯スポーツの普及、児童館開放、地域ぐるみ子育て支援事業、カウンセリング事
　　　業、インターネット憶報教育の推進、Ｓ　Ｓ　Ｃ事業、英語助手の活用、理と子の食生活共同体験

　会　　計　　名
承認６目民健原保険糊蛤計

萩團７老人保僅法特別会計

承認８グリーンセンター特別会計

承固９地域脹輿券糊蛤叶

景圏１０藺易水道特別会計

承認１１下水道特別会計

　歳　入　総　額
３億０子４８４万７千８９４円

３億６手７２８万５干５５４閂

３予０１１万３干０６０円

１ｒ・９２７万９千２９６円

６千８２６万５千４１５円

３億５千４８９万８千４４０閂

　歳　出　総　額
２億８千２９３万４千２１７円

３億６千２１６万５干４１８円

２千９５３万５千０２０閂

１干９２７万９干２９６円

６干６６７万８干９０６円

３億４干４６１万３千９１１円

歳入歳出決算差引
　２干１９１万３千６７７円

５１２万０干１３６閂

５７万８千０４０円

０円

１５８万６千５０９円

１干０２８万４干５２９円

繰越明許，讐越鶉２９０万０千０００用 実竈収支額７３８万４千５２９円

第
２
期
工
事
を
進
め
、
更
に
、

ダ
ル
マ
石
か
ら
山
頂
ま
で
の
登

山
道
整
備
に
つ
い
て
も
、
県
に

お
い
て
工
事
着
手
し
て
お
り
、

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ
周

辺
か
ら
山
頂
ま
で
の
整
備
が
、

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
桂
川
公
園
整
備
事
業

に
お
け
る
橋
り
ょ
う
架
設
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
補
助

金
を
受
け
て
事
業
を
実
施
し
、

来
年
３
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
各
種
保
健
事
業
に
つ

い
て
は
、
出
前
健
康
講
座
の
実

施
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
介

護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
４

月
よ
り
実
施
し
７
月
末
日
で
８
４

名
の
方
が
要
介
護
認
定
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

６
５
歳
以
上
の
第
－
号
被
保
険
者

へ
の
保
険
料
徴
収
で
あ
り
ま
す

が
、
１
０
月
よ
り
１
年
間
半
額
徴

収
で
事
務
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

教
育
文
化
振
興

　
平
成
１
４
年
度
の
中
学
校
新
校

舎
建
設
に
向
け
、
「
中
学
校
建

設
委
員
会
設
置
要
綱
」
の
作
成
、

建
設
委
員
の
選
考
、
建
設
委
員

会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
設
計

業
者
の
選
定
を
年
度
内
に
決
定

し
、
新
校
舎
建
設
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
青
少
年
関
係
の
取
り
組
み
で

す
が
、
今
年
度
は
町
民
会
議
を

中
心
に
多
く
の
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
上
町
地
区
の
「
清

掃
活
動
や
施
設
見
学
」
、
下
暮
地

地
区
の
「
第
－
回
泥
ん
こ
祭
り
」
、

各
区
の
「
地
域
行
事
」
へ
の
参

加
等
、
行
政
を
離
れ
た
地
域
の

独
自
性
を
持
っ
た
活
動
が
活
発

化
し
た
こ
と
は
地
域
ぐ
る
み
で

青
少
年
の
育
成
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
お
る
証
で
あ
る
と
喜
ん

で
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
放
課
後
対
策
事
業
で

は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
４
８

名
を
受
け
入
れ
、
今
年
度
は
非

常
勤
職
員
を
ー
名
増
員
し
事
業

強
化
を
図
り
ま
し
た
。
母
親
ク

ラ
ブ
や
民
生
委
員
等
の
協
力
の

も
と
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長

に
結
び
つ
く
活
動
を
今
後
も
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

■７－



そばの芽栽培に加えて、そぱの芽茶の生産に取り組む

９月定例会 ・連合審査会

平
成
１
２
年
慶
　
一
般
会
計
補
正
予
算
２
号

間
　
庁
舎
防
火
等
安
全
整
備
工

事
を
計
上
し
た
理
由
は
．

総
拐
腺
長
　
庁
舎
に
つ
い
て
消

防
署
の
立
ち
入
り
検
査
を
受
け
、

口
頭
に
て
指
導
を
受
け
た
た
め
、

誘
導
灯
と
消
火
器
の
設
置
、
防

火
扉
の
整
備
、
及
び
３
階
じ
ゅ

う
た
ん
を
耐
火
性
の
物
に
取
り

替
え
る
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

間
　
他
の
施
設
へ
の
指
導
は
。

敦
育
次
長
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
つ

い
て
は
、
緊
急
に
整
備
が
必
要

な
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
務
倶
長
　
そ
の
他
施
設
に
指

導
が
入
っ
た
か
は
確
認
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
日
常
関
係
機
関
か
ら
の

指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
指
導
は
町
内
各
事
業
所
に

も
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
指
導
が

行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

総
務
漂
長
　
町
内
に
富
士
五
湖

消
防
本
部
の
分
遣
所
が
設
置
さ

れ
、
消
防
行
政
が
充
実
し
た
緒

果
だ
と
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

意
見
　
公
共
施
設
に
関
し
て
は
、

消
防
本
部
の
指
摘
を
受
け
な
い

よ
う
施
設
の
整
備
に
は
十
分
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
火
災
に
対
し
て
は
初
期
消

火
が
璽
要
で
あ
り
ま
す
。
消
防

章
が
来
る
ま
で
の
間
、
消
火
栓

と
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
が

大
事
で
す
。
町
予
算
で
分
か
り

や
す
い
場
所
に
共
通
の
消
火
器

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
＾
　
来
年
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

町
１
を
拡
ー
し
な
い
囚
由
は

間
　
小
学
校
前
の
犬
川
を
整
備

す
る
理
由
は
。

竈
股
鐵
長
　
河
川
か
ら
の
水
漏

れ
が
発
生
し
、
個
人
の
敷
地
に

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
河
川
を
整
備
す
る
際
、
一

部
フ
タ
を
し
て
章
が
通
れ
る
よ

う
に
し
た
ら
い
か
が
か
。

廻
殴
蠣
＾
今
回
は
あ
く
ま
で

河
川
の
改
修
で
あ
り
ま
す
。
通

学
路
と
し
て
小
学
生
が
使
用
し

て
い
る
現
状
で
は
整
備
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

’
．
■
．

町議会議員グリーンセンターを視察

肝
鱗

平
成
１
２
年
度

間
　
歳
出
の
追
加
に
よ
り
そ
ば

の
芽
の
売
上
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
す
か
。
ま
た
臨
時
雇
い
の

職
員
の
雇
用
内
容
は
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
　
雇
用

状
況
は
、
作
業
員
－
日
６
名
体

制
で
８
時
閥
労
働
、
栽
培
の
た

め
日
曜
日
も
含
む
週
７
日
体
制

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
事
務
員
－
名
が
週
６
日
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。

企
固
振
貝
”
長
　
当
初
、

そ
ば

の
芽
を
１
日
４
０
０
パ
ッ
ク
生

産
し
、
作
業
は
ー
日
５
時
間
で

計
算
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
実

情
３
０
０
パ
ッ
ク
が
限
度
で
、

平
均
１
５
０
パ
ッ
ク
で
す
。

　
原
因
は
中
国
産
種
子
の
発
芽

率
が
悪
く
、
９
月
よ
り
地
元
産

種
子
で
試
験
栽
培
し
て
み
る
と

２
５
０
パ
ッ
ク
に
生
産
が
上
が

り
ま
し
た
。
今
後
は
地
元
種
子

を
使
う
と
と
も
に
、
規
格
外
品

を
原
材
料
に
健
康
飲
料
で
あ
る

そ
ば
の
芽
茶
の
商
品
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

悶
　
規
格
外
品
で
ど
の
程
度
そ

ば
の
芽
茶
生
産
が
可
能
で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
－
日

に
平
均
６
蛇
規
格
外
晶
が
出
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
原
料
に
５
０

　
１
Ｏ
ｍ
詰
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
２
４

０
本
が
生
産
で
き
ま
す
。

町
＾
　
そ
ば
の
芽
茶
は
血
圧
を

下
げ
る
効
能
が
あ
り
実
例
も
あ

り
ま
す
。
成
分
は
専
門
機
関
に

調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

間
　
そ
ぱ
の
芽
は
色
目
が
大
切

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
地
元

産
の
種
子
で
犬
丈
夫
で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
　
製
晶

に
は
ピ
ン
ク
色
を
出
す
事
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
元
産
は
薄

か
っ
た
り
、
茶
色
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
今
後
、
生
産
技
術
向

上
に
努
め
、
採
算
べ
ー
ス
に
乗

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
　
そ
ば
の
芽
・
そ
ば
の
芽

茶
販
売
は
確
か
な
事
業
計
画
を

墓
に
執
行
す
る
よ
う
願
い
ま
す
。

■８■
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総務常

（調査）三ツ峠グリーンセンター事業の睨状は

（結果）事業計画を確立しそばの芽の生産と販売強化を

件は概ね適正に処理されている事を確認い
ました 。

貫よりｒそばの芽の生産にあたっては、衛
理はしっかりしていただきたい」との指摘
「商標登録を急いで、早急にそぱの芽茶の販
開始するとともに、そぱの芽の生産拡大１こ
て更なる努カをお願いします」との意見が
れております 。

本
し
委
管
、
を
け
さ

　
た
　
生
や
売
向
出

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

概
婁
醐
明
　
平
成
１
２
年
４
月
か

ら
８
月
ま
で
の
利
用
者
に
つ
い

て
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
宿
泊
人
数
は

ー
千
３
７
人
、
体
験
工
房
利
用
者

は
５
３
人
、
そ
ば
打
ち
は
１
７
０

人
あ
り
ま
し
た
。
水
販
売
は
８

千
１
９
９
本
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
ー
５
７
時
間
、
フ
ッ
ト
サ
ル

場
３
７
５
時
間
、
武
道
館
１
１

２
回
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
産
品
開
発
と
し
て

そ
ば
の
芽
・
そ
ば
の
芽
茶
の
事

業
で
す
が
、
当
初
で
は
約
４
０

０
万
円
の
赤
字
で
あ
り
ま
す
が
、そばの芽栽培を視察する町議会議員

１
３
年
度
以
降
に
は
黒
字
に
な
る

事
業
計
画
で
す
。

　
特
産
晶
開
発
を
通
じ
て
雇
用

の
創
出
と
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
、
並
び
に
町
民
の
健
康
増

進
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ば
の
芽
茶
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
販
路
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。

問
　
そ
ば
の
芽
茶
の
成
分
検
査

結
果
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
か
。

ダ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
艮
　
ル
チ

ン
・
ボ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
血
圧
を

下
げ
、
血
管
を
き
れ
い
に
す
る

効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

間
　
そ
ば
の
芽
茶
を
売
り
出
す

に
あ
た
り
、
「
富
士
三
ツ
峠
そ
ぱ

の
芽
茶
」
で
商
標
登
録
す
る
の

で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
＾
　
名
称

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
い

た
し
ま
す
。

意
見
　
そ
ば
の
芽
の
生
産
現
場

を
視
察
し
ま
し
た
が
、
食
品
を

扱
う
の
で
す
か
ら
衛
生
管
理
は

し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。間

　
そ
ば
の
芽
茶
の
賞
味
期
限

は
。グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
畏
　
賞
味

期
限
は
３
ケ
月
と
表
示
い
た
し

ま
す
。
尚
、
浮
遊
物
が
出
る
と

思
い
ま
す
の
で
注
意
書
き
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
　
そ
ぱ
の
芽
茶
は
健
康
飲
料

水
と
し
て
売
り
出
す
の
で
す
か
。

企
団
撮
臭
艀
　
販
売
に
あ
た
っ

て
は
法
律
の
問
題
も
あ
り
、
清

涼
飲
料
水
と
し
て
販
売
い
た
し

ま
す
。

意
見
　
商
標
登
録
を
急
い
で
早

急
に
そ
ば
の
芽
茶
の
販
売
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

一＝＝

■
９
■

平成１２年慶
４～８月分実績

２０７

１， ０３７

１３０

５， ３００

１５７

３７５

１１２

８， １９９

平成１１年慶

年闇実績

１， ３９９

２５０

３７

３， ３００

８２７

７２４

２６４

３７ ，３３５

宿泊棟宿泊 人

ログハウス宿泊

ログハウス使用

体験工房使用料

テニスコート 時問

フットサル 時間

武道館

水販売

　一１ 一一
■’＝■匡

作業時閥’ ｈ

５５２ ．５

１， ０６８ ．５

１， ３２８ ．５

１， ３５３ ．５

１， １７４ ．Ｏ

５，４７７ ．Ｏ

重量（蛇〕生産月

４月

５月

６月

７月

８月

合計

パック（６５ｇ〕

１， １８９

１， ９８５

２， ０４９

２， ０３０

７， ２５３

８１

０３
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管理棟完成想像図はコ表細二掲載

（調査）三ツ峠グリーンセンター整備事業の進捗状況は

（結果）農村公園バーベキュー施設についても補助事業へ

　三ツ峠グリーンセンター各施翠の邊設は、慨ね

順醐二進捗している事を確認いたしました ．

　委員よりｒ施工状況の確認を強化して」ｒ薬草

風呂については、衛生薗から管理体制を阜めに検
酎するよう１二」との指摘があリました ．
　平成１３年度以降の整揃計画については、「螂村

公ロバーベキュー施設についても補助事業に取り
組みたい」との報告があリました 。

企
画
振
輿
蠣
長
概
暮
脱
明
　
平

成
１
３
年
度
以
降
の
事
業
計
画
は
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
取
り
や

め
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ｉ
ハ
ウ
ス
と

炊
事
場
、
農
機
具
倉
庫
を
建
設

し
た
い
意
向
で
、
国
・
県
と
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
補
助

対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
町
に
有
利
な
方
法
で
実

施
で
き
る
よ
う
に
国
・
県
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問
　
管
理
棟
建
設
に
あ
た
っ
て
、

現
場
に
役
場
職
員
が
常
駐
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。

．
Ｌ
『

管理棟工事現場を視察する町議会議員

竈
股
蠣
　
週
－
回
の
工
程
会
議

を
行
い
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
日

で
も
週
２
｛
３
回
程
度
は
工
事

現
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。

意
見
　
足
し
げ
く
工
專
現
場
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
工
事
施
工

状
況
を
確
認
し
て
く
想
さ
い
。

竈
股
”
長
　
管
理
棟
に
関
し
て

は
こ
れ
か
ら
内
装
に
入
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
毎
日
行
く
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。

町
長
　
私
も
時
間
が
あ
る
時
に
、

出
来
る
だ
け
行
っ
て
い
ま
す
日

問
　
農
村
公
園
に
も
パ
ー
ベ
キ

ュ
ー
施
設
が
あ
り
ま
す
。
む
し

ろ
補
助
を
受
け
て
農
村
公
園
を

整
備
し
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

企
薗
振
貝
鴉
＾
　
国
か
ら
も
同

じ
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
補
助

事
業
で
農
村
公
園
も
さ
ら
に
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
露
天
風
呂
は
町
単
事
業
と

い
う
こ
と
で
工
事
費
は
。
ま
た

露
天
風
呂
は
薬
草
風
呂
に
す
る

な
ら
ぱ
、
衛
生
面
か
ら
管
理
体

制
を
早
め
に
検
討
す
る
よ
う
に
。

企
団
振
輿
倶
長
　
露
天
風
呂
建

設
に
１
千
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
露
天
風
呂
の
管
理
体
制
に

つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

平成１２年度施設整備事業」覧

工　事　名

管理棟解体工事

造　成　工　事
管理棟主体工事
同　電　気　工　事

同機械設備工事
同　外　溝　工　事

駐車場Ｂ造成工事

屋外トイレ新築工事

駐車場Ｃ造成工事

植　栽　工　事
管理棟露天風呂

委　　　託　　　料

内　　　　　容
旧管理棟５７４ポとテニスコート２面

の解体 ・仮設ハウス設置 ・町単工事

野面石積１４５．ｉ“ ・法面整形６０命

１，６２３，９７虹　Ｒ　Ｃ造り２階建て

同　上

同　上

３１７．４５ぷ　駐車台数１０台

木造平屋建て２６．２耐 ・合併処理槽
８０人用

１，４００耐　駐車台数３０台

２風呂（薬草風呂〕 ・町単工事

管理棟実施設計 ・同設計管理 ・地質

調査 ・トイレ設計管理

竈路８６予コ竈倶・一”する竈見●を邊出｛９旨〕

　政府は道路整備の重要性を深く認識し、次の事項

が確保されるよう強く要望する
。

１． 道路整備の円滑な推進を図るため、道路特定財

　源制度を堅持し、特定財源１こよる道路整備の推進に

　支障をきたすおそれのある制度を導入しないこと
。

２． 平成１３年度予算においては、道路整備費を大幅

　に拡大し、道路整備５箇年計画の執行を図ること
。

３． 県道富士吉田西桂線の整備及び国道１３９号のバ

　イパス計画の促進を図ること
。

平成１２年９月２９目

　内閣総理大臣、大蔵大臣、自治大臣、建設大重　殿

一１０一



総務常任委員会

（調査）仮称 ・富士見台散策路整備計面とは

看板等整備を要望する（結果）事業化は適当
、

　本件については蘭業化に賛成」と
の意見が、委貫よリ多く出されました ．

看板設竈、階段整備、あずまやの建設 、

写真撮影のためのビューポイント整備
を要望する意見が出されております 。
　委員会としては草刈が済み登れる状
脚；なった時点で、現場視察を考えて
おります 、

企
画
賑
輿
蜴
長
概
暮
脱
窮
　
仮

称
・
富
士
見
台
散
策
路
整
備
事

業
は
、
町
民
の
安
ら
ぎ
と
健
康

増
進
の
道
、
さ
ら
に
一
一
一
ツ
峠
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
利
用
客
や
写

真
愛
好
家
な
ど
、
都
市
住
民
へ

散
策
路
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
事
業

費
に
つ
い
て
は
林
業
振
興
費
に

２
４
万
円
を
計
上
し
、
今
年
度
は

道
沿
い
に
幅
お
よ
そ
３
ｍ
を
、

地
主
の
許
可
を
い
た
だ
く
中
で

草
刈
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
第
－

案
と
し
て
郷
社
か
ら
山
頂
を
経

由
し
、
デ
ィ
ス
ク
ラ
ボ
欄
付
近

へ
至
る
、
延
長
で
約
４
千
ｍ
、

所
要
時
間
は
ー
時
間
３
０
分
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
第
２
案
と
し

て
忠
魂
碑
か
ら
近
道
を
通
り
ま

し
て
デ
ィ
ス
ク
ラ
ポ
繍
裏
へ
至

る
ル
ー
ト
で
、
所
要
時
間
４
５
分

位
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
事
業
を
進

め
る
た
め
に
は
、
立
ち
木
の
伐

採
等
地
主
の
許
可
が
必
要
で
す
。

無
償
で
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
交
渉
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
日問
図
面
で
は
い
く
つ
か
の
ル

ー
ト
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

お
勧
め
の
ル
ー
ト
は
。

企
画
振
輿
蠣
　
忠
魂
碑
か
ら
山

頂
ま
で
遠
回
り
の
ル
ー
ト
が
、

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
ら
考
え
て

も
良
い
か
な
と
恩
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
ル
ー
ト
で
は
一
部

階
段
を
整
備
し
な
い
と
、
急
傾

斜
の
た
め
歩
く
こ
と
が
困
難
で

あ
り
ま
す
。

問
　
地
権
者
は
町
内
の
方
が
多

い
の
で
す
か
。

企
画
振
輿
蠣
　
－
名
を
除
い
て

は
町
内
者
で
す
。
で
き
る
だ
け

既
存
の
登
山
道
を
利
用
し
ま
す
。

意
見
　
ル
ー
ト
上
に
案
内
板
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成１２年９月１８日事務調査建設文教常任委員会
．
’
」

．点
．
出

「曲岳．
＾

．
｝川＾

．｝±。
叶甘一

（調査）中学校裏学校用地取得状況は

（結果）県・下水道工事残土を利用しグランド面まで造成

企
藺
撮
貝
８
長
螂
口
脱
明
　
購

入
面
積
２
千
８
８
２
呂
ｍ
で
購
入

金
額
は
５
千
７
０
８
万
８
千
円

で
あ
り
ま
す
。
町
で
所
有
し
て

い
る
土
地
と
合
わ
せ
て
３
千
。
ｍ

以
上
の
土
地
が
利
用
可
能
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
中
学
校
の
新
校
舎
を
建
設

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
購
入
し
た
土
地
は
概
ね
グ
ラ

ン
ド
の
高
さ
ま
で
造
成
し
ま
す

が
、
ご
承
知
の
と
お
り
下
水
道

工
事
が
来
年
か
ら
西
桂
町
周
辺

で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
下
水
道

の
残
土
を
購
入
し
た
土
地
に
入

れ
て
い
た
だ
い
て
、
河
川
沿
い

の
壁
に
つ
い
て
は
都
留
土
木
へ

お
願
い
す
る
中
で
、
残
土
処
理

す
る
代
わ
り
に
県
に
工
事
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
こ
の
土

地
が
使
用
で
き
る
よ
う
現
在
交

渉
中
で
あ
り
ま
す
。

間
　
取
得
し
た
土
地
に
土
を
入

れ
て
１
５
ｍ
ほ
ど
高
く
す
る
と
言

っ
て
い
ま
す
が
、
川
を
は
さ
ん

で
下
暮
地
側
の
地
権
者
に
承
諾

は
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

企
画
振
貝
蠣
長
　
滝
入
地
区
の

地
権
者
に
は
事
業
の
お
話
は
し

て
お
り
ま
す
。
造
成
に
あ
た
っ

て
は
再
度
確
認
を
取
り
ま
す
。

間
　
造
成
工
專
の
目
標
年
度
と

具
体
的
な
計
画
内
容
は
．

竈
股
螂
＾
　
造
成
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
下
水
道
の
残
土
を
受

け
入
れ
ま
す
の
で
、
県
が
町
に

依
頼
す
る
格
好
を
取
り
ま
す
。

そ
の
中
で
１
５
年
度
に
完
了
さ
せ

る
よ
う
に
町
の
考
え
方
を
伝
え

ま
す
が
、
そ
れ
以
降
ま
で
造
成

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
ノ
リ
面
が
出
な
い
よ
う
直

壁
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
町
の
要
求
は
直
壁
で
す

が
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
と

の
事
で
、
県
で
は
２
段
方
式
の

直
壁
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

問
　
町
道
宮
下
中
野
線
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

呵
長
　
造
成
後
、
町
道
は
河
川

沿
い
に
付
け
替
え
、
現
状
よ
り

道
幅
を
広
く
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。鰯
織
灘

中学校裏購入地を視察する町議会議．

・
｝
距
＾

９月１３目開催 ・全自協邊会

（議題）樹１１・柄杓流川の水質の睨状は

（報告）最近５年間は良好な水質となる

町
軌
行
部
概
冒
脱
明
　
桂
川
に

か
か
る
富
士
見
橋
の
測
定
結
果

か
ら
見
る
と
、
昭
和
４
８
年
度
の

測
定
開
始
か
ら
平
成
５
年
度
ま

で
は
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
６
年

度
以
降
、
結
果
が
公
表
さ
れ
て

い
る
平
成
１
０
年
度
ま
で
は
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
桂
川
の
支
流
で
あ
る
柄

咽／１
禽士見橋

５０

回４０
０

０乱Ｏ
年

甲２０
均

前１ ，ｏ 理繊
旺ｏ

４３４９５０５１　５２５３５４５；５０　５７５壇５９６０６１　６２６３　１ ２３４５６－０９
　　　　　　　年廣

杓
流
川
に
つ
い
て
も
、
平
成
７

年
度
か
ら
環
境
基
準
が
あ
て
は

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成
７
年

度
か
ら
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い

る
平
成
１
０
年
度
ま
で
は
、
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
桂
川
、

柄
杓
流
川
と
も
に
、
最
近
５
年

蘭
は
良
好
な
水
質
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

一１２一



毒
．問
．
竈
．

証

一
９
．彩

問
参
加
者
と
活
動
日
は
。

前
田
さ
ん
　
現
在
１
３
名
の
西
桂

町
内
の
家
庭
婦
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
毎
週
金
曜
日
に
主
に
中
学
校

の
体
育
館
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
練
習
試
合
や
大
会
が
近
づ

く
と
、
練
習
を
増
や
し
た
り
、

曜
日
を
変
更
し
小
学
校
の
体
育

館
を
利
用
し
た
り
し
ま
す
。

問
　
参
加
者
全
員
が
家
庭
婦
人

な
の
で
す
か
。

前
田
さ
ん
　
独
身
者
は
い
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
家
庭
婦
人
で
す
。

問
　
日
常
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
。

ｍ
囮
さ
ん
　
西
桂
町
内
の
家
庭

婦
人
９
人
制
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
こ
こ
だ
け
で
す
の
で
、

他
地
域
に
行
っ
て
交
流
を
深
め
、

勝
利
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

後
は
家
庭
婦
人
で
す
の
で
、
家

族
に
感
謝
し
、
チ
ー
ム
内
は
楽

し
く
あ
り
た
い
と
恩
い
ま
す
。

聞
旛
導
者
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
．
さ
す
が
Ｌ
げ

胴
田
さ
ん
　
コ
ー
チ
は
貴
家
栄

ま
昔
正
先
生
で
す
。

問
こ
の
ク
ラ
ブ
の
方
は
、
学

生
時
代
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
の
経
験

が
あ
る
の
で
す
か
。

前
囲
さ
ん
　
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は

経
験
者
が
２
名
で
、
あ
と
は
初

め
て
の
方
ば
か
り
で
す
。

聞
　
活
動
費
用
は
。
上
部
団
体

に
は
属
し
て
い
る
の
で
す
か
。

舳
国
さ
ん
　
ど
こ
に
も
属
し
て

い
ま
せ
ん
。
費
用
は
自
分
達
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
に

は
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
寮
コ
ー
．
チ
　
当
町
で
は
体
協

に
専
門
部
組
織
を
置
い
て
い
ま

せ
ん
が
、
郡
体
育
祭
に
は
町
の

代
表
で
出
て
い
ま
す
。

　
他
の
町
村
で
は
体
協
か
ら
活

動
費
が
出
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
達
の
活
動
で
す
の

で
経
費
面
に
つ
い
て
は
自
分
達

で
賄
っ
て
い
く
方
が
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
圓
標
は
。

前
田
さ
ん
　
年
間
に
大
き
な
大

会
が
４
つ
あ
り
ま
す
。
今
は
ｕ

月
の
サ
ン
ニ
チ
杯
の
犬
会
で
勝

ち
進
み
た
い
と
恩
い
ま
す
。

問
町
政
に
望
む
事
は
。

軸
国
さ
ん
　
そ
う
で
す
ね
。
出

来
た
ら
町
民
体
育
館
が
欲
し
い

で
す
ね
。
ど
こ
の
団
体
も
希
望

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
家
コ
ー
ヂ
　
町
営
の
体
育
館

が
あ
れ
ば
、
他
地
域
と
の
交
流

も
持
て
る
の
で
す
が
。

間
　
議
会
で
も
取
り
上
げ
て
み

た
い
と
恩
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
を
ク
ラ
ブ
の
方
は

読
ん
で
い
る
よ
う
で
す
か
。

前
国
さ
ん
　
読
ん
で
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
さ
す
が
　
　
　
　
こ

一
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５
日
醐
会
遺
営
委
旦
会

１
３
日
本
会
藺
開
会

　
◇
町
長
所
信
表
明

　
◇
町
長
議
案
一
括
上
程

　
　
　
姦
案
４
１
五
、

　
　
　
　
　
　
　
承
認
５
｛
ｕ
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
◇
各
常
任
委
員
会
付
託

　
邊
合
審
竈
会

珊
日
総
鵬
萎
日
会

邊
股
文
教
委
－
会

２
０
日
本
会
竈
再
開

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告
＾
議
案
４
１
、
坐
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
＾
議
案
４
２
〕

　
　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
○
合
－
査
会

２
６
日
本
会
竈
再
閑

　
◇
委
員
会
事
務
調
査
報
告

　
◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

　
　
告

　
　
　
＾
議
案
４
３
、
承
認
５
｛
９
）

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

　
　
長
報
告
（
承
認
１
０
，
１
１
〕

　
　
　
一
括
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
◇
町
長
講
案
一
括
上
程

　
　
　
一
同
意
２
，
３
一

　
　
　
一
括
説
明
・
一
括
質
疑

　
　
　
　
　
　
・
討
論
・
採
決

　
◇
議
員
発
議
上
程
＾
発
議
４
）

　
　
説
明
・
質
疑

　
　
　
　
　
　
・
討
論
・
採
決

一１３一




